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員任 報委常 長 告 　各常任委員会に付託された議案等の審査結果について、
それぞれの常任委員長が報告しました。各常任委員長報告に
おける委員の意見や要望の主なものは次のとおりです。

  6月定例会で審議した主な議案の概要は次のとおりです。主 な 議 案

○平成28年度静岡市一般会計補正予算（第１号）
広域連携を推進するため、静岡市・焼津市による連携中枢都市圏推進モデ
ル事業の実施に要する経費のほか、交流人口を拡大するためのJR草薙駅北
口駅前広場の整備などに要する経費や、安心・安全なまちづくりに要する経
費などの増額を計上しました。
この結果、補正予算の総額は、23.9億円の増額となり、補正額を加えた累
計予算額は、2,845.9億円となります。

28年度補正予算

○静岡市立日本平動物園条例の一部改正について
入園料の納付方法について、所要の改正をするものです。

日本平動物園前売り券販売

○静岡市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
非常勤消防団員等に係る損害賠償の基準を定める政令の一部改正に伴
い、併給調整の調整率について、所要の改正をするものです。

消防団員等の公務災害補償

○町の新設並びに町及び字の区域の変更について
東静岡駅周辺土地区画整理事業の換地処分に伴い、町の新設並びに町及
び字の区域を変更するものです。

東静岡駅周辺土地区画整理事業

○�静岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について
学校教育法等の一部を改正する法律の施行に基づく放課後児童健全育成
事業の設備及び運営に関する基準省令の一部改正に伴い、放課後児童健全
育成事業所に置く職員の資格要件について、所要の改正をするものです。

静岡市放課後児童クラブ

○�静岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正について
地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の
整備等に関する法律の一部施行に基づく指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準省令の一部改正に伴い、従業者の員数等に
関する基準等を改めるため、所要の改正をするものです。

地域密着型通所介護事業の創設

＊�行政は、重要な個人情報を取り扱うため、情報セキュリティ対策強化事業とし
て、さまざまなサイバー攻撃を想定した対策を強化すること。
＊�防災必需品備蓄事業について、備蓄品の補充が必要となった場合には、速やか
に補充するとともに、周辺市町や民間企業等からの協力を円滑に受けることが
できる体制を整えておくこと。
＊�連携中枢都市圏推進モデル事業に関して、周辺市町との連携によるスケールメ
リットの活用は、重要な観点であることから、各種事業を実行に移すこと。モデ
ル事業として行うアンテナショップ開設準備は、首都圏に静岡市・焼津市をＰＲ
するチャンスであるため、開設につながる調査を期待する。また、連携中枢都市
圏事業として、先行実施する今回の事業を成功させ、中部５市２町での連携事
業を早期に実現すること。

＊�清水エスパルスと連携して実施する地球温暖化対策啓発事業では、サッカー観
戦者に御協力いただき行う、家庭における省エネの取組状況調査の集計結果
を今後の対策に生かしていくこと。
＊�小中一貫教育準備事業について、一貫教育ならではのメリットや教育効果を最
大限に創造していくためにも地域やＰＴＡの方々の声を十分に汲み取るととも
に、学習カリキュラムの研究・検討にあたっては、地域の課題を解決する観点も
大切にすること。
　�　また、小中一貫教育によるメリットだけでなく、デメリットに対し、時間をかけた
検証を求める。
＊�行政区や学区の異なる区域が「東静岡一丁目」、「東静岡二丁目」となるなど、
町名を地域住民の協働により決定した経緯を尊重し、今後、区をまたぐ地域課
題に対して区域を超えた連携による取組を求める。

＊�はしご付消防ポンプ自動車等の購入について、市民の安全を考えて、耐用年数
にとらわれることなく、必要な対応をすること。また、更新車両以外の車両につ
いても、いざという時に直ちに出動できるよう、定期的な点検に努めること。
＊�高橋雨水ポンプ場の土木工事について、入札不調を繰り返してしまうことのな
いよう設計の見直しを行い、早期の着工を求める。また、工事完了が平成31年
と長期間を要するので、地元への丁寧な説明を行うこと。

＊�登呂遺跡出土品重要文化財指定記念事業については、出土品の重要性を全国
に向け発信するなど、多くの方が何度も訪れたくなる積極的な広報と、様々な
催しを実施すること。また、出土品の市内外への貸出しや、芹沢銈介美術館と
連携した、入館者を増やす試みもすすめること。
＊�中山間地域の振興や活性化のため、林道整備は欠かせないものであり、降雨に
よる崩落など被災した場合は、早急な復旧に取り組むこと。
＊�日本平動物園については、民間企業との連携や全国的な知名度向上に向けた
取組の推進など、積極的に来園者を呼び込むこと。また、来園者の満足度向上
とリピーター獲得を目指し、園内施設については、リニューアルも含め、スピード
感をもって充実させていくこと。

＊�東名新スマートインターチェンジへのアクセス道路としても重要な道路である
主要地方道山脇大谷線の整備について、交通量の増加が地域の大きな課題と
なっていることを踏まえ、早期に完成させること。
＊�主要地方道井川湖御幸線については、新東名開通後の交通量が増えてきてお
り、さらに、中部横断道の開通により一層の増加が予想されるため、国に対し
て、早期の整備完了に向けて積極的に予算要望を行うこと。
＊�中部横断自動車道の開通に合わせた完成が困難な状況にある主要地方道清

水富士宮線について、完成の遅れによる影響を最小限にとどめること。また、地
元の方々の心情にも配慮し、地元説明にも万全を期すこと。

＊�今回の法律改正に伴う制度改正が、地域におけるきめ細かな介護サービスの
提供によい影響を与えるよう努力すること。
＊�小中一貫教育の検討が児童福祉施設や放課後児童クラブ等の運営にも影響
を与えると考えられるので、これを踏まえ、児童福祉施設等の運営を検討するこ
と。
＊�高齢化社会が進む中、日常生活圏域のあり方や地域包括支援センターの配置
などについて、見直しの検討を求めるとの関係者の意見を尊重すること。また、
見直しの際には、関係者の意見を反映させる方法を検討すること。
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